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株式会社シャノン イベント開催・展示会出展に関するアンケート調査実施 

【緊急レポート】出展する立場でありながら予算がわからない！ 

開催・出展目的は、企業や製品・サービスの認知度向上が１位！ 
 

株式会社シャノン（本社：東京都港区、代表取締役：中村健一郎、以下シャノン）は、毎年行っている BtoB

マーケティングの意識・課題調査とは別に、イベント開催・展示会出展への取り組み状況と課題にフォーカス

したアンケート調査を今年から実施いたしました。本日その調査結果と分析内容を発表いたします。 
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※本リリースに含まれる調査結果をご掲載頂く際は、必ず「シャノン調べ」と明記下さい。 

※その他全調査内容は、「企業のイベントや展示会への取り組み状況と課題～2013 年度イベント開催・展

示会出展に関する調査レポート～」として、シャノン HPに掲載しております。 

https://shanon.smartseminar.jp/public/application/add/499 より、個人情報をご登録のうえ閲覧ダウンロー

ド頂けます。 

【調査概要】 

◇目的：イベント開催や展示会出展における現状と課題、最新動向の抽出 

◇方法：Webによるアンケート    

◇調査期間：2013年 7月 3 日～8月 1日 

◇回答者数：210 

◇調査対象：自社でイベント開催や展示会出展に取り組まれているマーケティング、販促担当の方 

        イベント開催を提案する立場の方 

        展示会を主催されている方 
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今や多くの企業が売上に貢献する有効手段のひとつと捉え、継続的に取り組んでいるイベント・展示会。 

シャノンでは、本レポートの中で、それらイベント・展示会において「開催する立場」、「それに出展する立 

場」、「提案する立場」、それぞれの立場での課題や共通点に対する解説を交えて、その現状を打破する 

ために、4つの提言を行っていきます。 

 

■イベント開催や展示会出展において抱えている現状の課題 

～予算確保に直結する課題、そこに見える「負のスパイラル」～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

追加予算、次年度のイベント展示会向けの予算を確保するには、運営効率、商談・見込客獲得効率の向 

上が必須になります。その中で、運用効率の観点からは「リソース不足」、成果の観点からは商談・見込客 

を獲得するための「事後フォロー不足」といった課題が上位に現れている結果となり、イベント開催・展示 

会出展に取り組む企業が負のスパイラルに陥っている実態が浮き彫りなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■イベント開催や展示会出展の目的 

～実際感じている効果の効果測定とは～ 

 

各企業によって目的に対する効果測定は様々だと思われる中、1番多かった目的が「企業や製品・サービ 

スの認知度向上」、次に「見込客の獲得」「商談の獲得」と続きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

商談獲得よりも見込客獲得を目的にする企業の方が多く、見込客の育成に取り組む企業の増加がうかが 

えます。そのような状況の中で、課題の上位であった「事後フォローができていない」という点についてそ 

の解決が急がれます。 

 

これら目的に対して感じている効果で１番多かったのが「認知度が向上している」でした。認知度のような 

計測がしにくい効果に対して予算を獲得しなければならない中で、一体どのように効果を測定しているの 

でしょうか。 

本レポートでは、イベント開催や展示会への投資と得られた効果を立場別に数値化し、開催や出展に 

対する年間の予算感や開催・出展数、来場者数と併せて解説していきます。 

 

■ シャノからの 4つの提言 

～現状の負のスパイラルを断ち切るために必要な 4つのこと～ 

 

1) 見込客の獲得効率を上げるための全体設計 

2) 集客～事後フォローにおける施策の強化 

3) 集客からフォローまでを効率化するデータ管理 

4) 成果の可視化と、効果をさらに向上するための「使える」データベースの維持 

 



 

各社、オンライン・オフラインを問わず今後実施したい施策を展開する意向がある中、システムとデータを活

用した各施策の強化を実現する方法をレポート内で紹介します。 

 

本調査から、マーケティング活動への ROI 向上が求められている中、またリソースが限られた中で売上に貢

献する有効手段のひとつであるイベント・展示会への各社の取り組みの質が高まっていることが推測されま

す。 

 

シャノンでは、多様化するお客様のニーズに応えられるようサービスの向上をはかるとともに企業のマーケ

ティングに役立つ情報提供を引き続き行ってまいります。今回初となる本調査を次年度以降も、BtoB マーケ

ティングの意識・課題調査（こちらは 2013 年 10 月 調査結果発表予定）と共に継続的に実施していく予定で

す。 

 

【シャノンについて】 

シャノンは、クラウド・コンピューティングの技術をコアに、企業のマーケティング活動をサポートする製品・ソ

リューション・サービスを提供しています。イベント・セミナー運営やマーケティング業務の効率化・自動化や、

見込み客管理の最適化などを実現するシャノン製品・ソリューション・サービスは、企業向けセミナーから大

規模イベント・展示会まで、累計 70,000以上のイベント・キャンペーンで採用されています。 

 

 

会社名 ：  株式会社シャノン 

所在地 ：  東京都港区虎ノ門 1-16-16虎ノ門 1丁目 MGビルディング 

代表者 ：  代表取締役最高経営責任者 中村健一郎 

設  立 ：  2000年 8月 25日    

事業内容 ：  1、クラウド型マーケティングソリューションの企画・開発・販売・サポート 

     2、マーケティングに関わるコンサルティングおよびサービスの提供 

URL ：  http://www.shanon.co.jp  

 

 

■お問い合わせ 

株式会社シャノン マーケティング企画本部 PR担当：大上 

TEL  03-6743-1565  FAX  070-5601-0543 

E-mail  marketing@shanon.co.jp 

 

※本リリースをお送りさせて頂いている皆様の個人情報は、弊社の個人情報保護方針に基づいて、厳重に管理させて頂いております。 

今後、弊社からのニュースリリースの配信を希望されない方は、恐れ入りますが marketing@shanon.co.jp までご連絡をお願い致します。 

 


